
9-12 Aug. 2021,  Tsuyoshi 
Suwada/ KEK Acc.Lab.

令和3年度第18回年日本加速器学会リモート, WEPP13 1

SMAフィードスルー電極とビームとの電磁結合のモード解析
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・e+生成標的直後はe+/ e-がほぼ等量生成
され同時走行
・加速位相に依存してe+/ e-の走行順位が
決まるà順位逆転の検出
・バンチ間隔/バンチ長/バンチ電荷量は、
重要な物理量à複雑な位相スリップ過程
を支配するビーム力学の理解
・これまでの捕獲部には診断装置は一切
無し、諸問題解決のために導入
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38mm

SMA feedthrough pickups + 
wideband oscilloscope

SMA feedthrough, 
中心導体をモニター内壁面から1mm突出し

VNA cable-loss correction data
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・高速テストパルサによるケーブル損失補正試験
入力パルス: 30ps / FWHM, 出力パルス: 128ps / FWHM(補正無し)
出力パルス: 63ps / FWHM @ 11GHzまでFFT補正有り
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(a) 結合モデル, SMA同軸アンテナ(送信)-BPM同軸アンテナ(受信)による結合として考
える. BPM同軸には表皮のみ電流が流れる.

(b) BPM同軸をリングビーム(厚さ無)に置き換える. リングビームの横広がりをガウス
分布に置き換え積分すると広がりのあるビームとの結合度が導出できる. 

(c) SMAを励振するとBPMにはTEM/TM/TEが励振される. BPMが励振されると高次モ
ードは励振されるがSMAのカットオフにより結合しない. 

(d) ビームの場合、TEM結合だけを考えればよい. 解析の詳細は本報告を参照.
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・(left) ガウスビームによるTEM結合度の周波数依存性
・(right) ガウスビームによるTEM結合度のSMA端子突き出し長さ依存性

expected region

expected region
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4.  "�#>5�F;��T. Suwada, et al., Sci Rep 11, 12751 (2021)参照.
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SMA電極とビームとの電磁結合のモード解析
・SMA励振時、基準面に励振されるTEM

・SMA励振時、基準面に励振されるTEmn

・SMA励振時、基準面からBPMを見たインピーダンス

・BPM励振時、基準面からSMAを見たTEM結合強度

・SMA励振時、基準面からBPMを見たインピーダンス


